
〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
四
年
七
月

九
日

奈
良
地
裁

請
求
一
部
認
容

(被
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
人
年
二
月
二
二
日

大
阪
高
裁

請
求
棄
却
(原
告
上
告
)

〔三
審
判
決
〕
平
成
一
八
年
七
月
一
三
日

最
高
裁

上
告
棄
却
(確
定
)

第
三

裁
判
所
の
判
断

一

公
の
営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕
疵

1

設
置
管
理

第

一
-

一-
1
の
う
ち
、
被
告
が
、
本
件
土
地
の
西
側
沿
い
に
南
北
に
通

じ
る
県
道

(本
件
土
地
近
辺
で
は
北
か
ら
南
に
下
り
勾
配
と
な
っ
て
い
る
)

を
管
理
し
て
い
る

(か
つ
て
は
国
の
設
置
管
理
に
係
る
国
道
で
あ
っ
た
が
、

被
告
が
そ
の
管
理
を
承
継
し
た
も
の
で
あ
る
)
こ
と
、
県
道
東
側
沿
い
歩
道

下
に
本
件
暗
渠
が
あ
る
こ
と
、
本
件
暗
渠
南
端
と
本
件
土
地
の
北
側
沿
い
の

私
道
の
北
側
側
溝
と
の
合
流
点
に
B
会
所
が
あ
る
こ
と
、
本
件
土
地
の
北
西

角
内
に
A
マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
、
B
会
所
か
ら
A
マ
ン
ホ
ー
ル
ま
で
に

通
じ
る
地
中
埋
設
の
B
A
間
埋
設
管
が
あ
る
こ
と
、
C
壁
脇
か
ら
A
マ
ン
ホ

ー
ル
ま
で
に
通
じ
る
地
中
埋
設
の
C
A
間
埋
設
管
が
あ
る
こ
と
、
A
マ
ン
ホ

ー
ル
か
ら
本
件
土
地
東
南
角
D
出
水
口
ま
で
に
通
じ
る
地
中
埋
設
の
A
D
間

埋
設
管
が
あ
る
こ
と
、
被
告
が
本
件
暗
渠
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
事

4

者
間
に
争
い
が
な
い
o

箙

上
記
争
い
の
な
い
事
実
に
加
え
て
、
証
拠
並
び
に
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ

ク

ば
、
左
記
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

十

①
県
道
の
供
用
、
移
管
等

m

本
件
土
地
付
近
の
県
道
は
、
昭
和
八
年
頃
国
道
一
五
号
線
と
し
て
供

饗

用
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
二
七
年
頃
旧
一
般
国
道
二
四
号
線
と
な
り
、
昭

和
四
七
年
に
国
か
ら
被
告
に
移
管
さ
れ
た
。
舗
装
さ
れ
た
二
車
線
道
路

鮴

路
面
排
水
が
民
有
地
に
設
け
ら
れ
た
排
水
管
に
流
入
し
て
い
る
場
合
の

当
該
排
水
管
の
管
理
主
体
、
道
路
管
理
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例
②

ー
県
道
脇
民
有
地
排
水
管
に
係
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



で
あ
り
、
本
件
土
地
付
近
で
は
、
北
方
か
ら
南
方
へ
下
り
勾
配
と
な
っ

て
い
る
。
B
会
所
か
ら
北
に
は
、
県
道
東
側
歩
道
下
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
蓋
で
覆
わ
れ
た
本
件
暗
渠
が
存
す
る
。

にフ

の

本
件
土
地
の
名
義
移
転
等

県
道
の
東
側
沿
い
に
位
置
す
る
本
件
土
地
は
、
別
図
の
と
お
り
概
ね

五
角
形
の
土
地
で
あ
り
、
か
つ
て
地
目
が
田
で
あ
り
、
明
治
三
七
年
九

月
以
降

α
の
所
有
名
義
と
な
り
、
昭
和
三
二
年
三
月
β
の
た
め
昭
和

一

二
年
二
月
家
督
相
続
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
が
経
由
さ
れ
、

昭
和
四
五
年
四
月
地
目
に
つ
き
昭
和
エ
ハ年
三
月
変
更
を
原
因
と
す
る

表
示
登
記
が
経
由
さ
れ
、
昭
和
四
五
年
六
月
s
工
業
株
式
会
社
の
た
め

同
年
五
月
売
買
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
が
経
由
さ
れ
、
昭
和

四
六
年
一
〇
月
γ
の
た
め
同
日
売
買
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記

が
経
由
さ
れ
、
昭
和
五
一
年
三
月
原
告
の
妻
の
た
め
同
年
二
月
売
買
を

原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
が
経
由
さ
れ
、
平
成
七
年
九
月
地
目
に

つ
き
昭
和
五
二
年
九
月
変
更
を
原
因
と
す
る
表
示
登
記
が
経
由
さ
れ
た
。

道県

①
本
件
土
地
周
辺
の
履
歴
等

本
件
土
地
は
、
そ
の
北
方
の
丘
陵
高
地
の
裾
部
分
に
あ
り
、
か
つ
て

は
、
南
方
か
ら
北
方
へ
、
西
方
か
ら
東
方
へ
上
り
勾
配
と
な
っ
て
い
た
。

県
道
の
供
用
後
、
後
記
地
上
げ
に
よ
る
平
坦
化
ま
で
は
、
本
件
土
地
の

南
側
部
分
が
県
道
よ
り
や
や
低
く
、
北
側
部
分
が
県
道
よ
り
や
や
高
く

な

っ
て
い
た
。

古
く
よ
り
、
本
件
土
地
の
北
方
に
は
丘
陵
高
地
が
あ
り
、
そ
の
裾
沿

い
に
自
然
の
水
路
が
で
き
、
い
わ
ゆ
る
谷
筋
と
な
つ
て
、
同
丘
陵
高
地

別図



の
広
い
範
囲
の
降
雨
水
、
住
宅
の
排
水
等
が
流
れ
込
み
、
こ
れ
ら
流
水

水
路
が
あ
り
、本
件
土
地
を
横
切
る
自
然
の
水
路
に
繋
が
っ
て
い
た
が
、

を
集
め
て
下
流
に
繋
が
っ
て
い
た
。
そ
の
水
路
は
、
北
方
か
ら
南
方
に

同
水
路
の
流
れ
が
滞
る
た
め
、
県
道
東
側
沿
い
の
本
件
暗
渠
南
端
か
ら

流
れ
、
本
件
土
地
の
北
西
角
付
近
に
達
し
た
辺
り
か
ら
、
南
東
方
に
向

け
て
、
本
件
土
地
を
ほ
ぼ
直
線
状
に

(別
図
の
A
地
点
付
近
か
ら
D
地

点
付
近
を
結
ぶ
直
線
に
概
ね
重
な
る
形
状
で
)
横
切
り
、
本
件
土
地
の

南
東
に
隣
接
す
る
低
い
位
置
に
あ
る
溜
池
に
流
水
を
供
給
す
る
と
と
も

に
、
南
東
方
向
に
繋
が
る
国
有
水
路
に
通
じ
、
さ
ら
に
s
川
に
通
じ
て

い
た
。
上
記
自
然
の
水
路
の
下
流
域
に
は
多
数
の
水
田
が
あ
り
、
下
流

域
の
水
利
組
合
や
水
田
の
所
有
者
ら
は
同
水
路
か
ら
の
流
水
を
農
業
用

水
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
流
水
に
つ
い
て
は
水
利
権
を
有
す
る

と
の
認
識
を
有
し
て
い
た
。

県
道
の
供
用
後
は
、
従
前
、
上
記
自
然
の
水
路
に
流
れ
込
ん
で
い
た

北
方
の
丘
陵
高
地
の
降
雨
水
、
住
宅
の
排
水
等
が
、
県
道
東
側
沿
い
に

設
け
ら
れ
た
側
溝
で
あ
る
本
件
暗
渠
部
分
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
、

本
件
暗
渠
の
南
端
付
近
か
ら
本
件
土
地
を
横
切
る
自
然
の
水
路
を
経

て
、
順
次
、
溜
池
、
国
有
水
路
、
s
川
に
達
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

上
記
溜
池
は
昭
和
四
三
、
四
年
頃
ま
で
溜
池
と
し
て
の
用
途
に
供
さ

れ
て
い
た
が
、昭
和
四
人
年
頃
ま
で
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
水
田
に
な
り
、

平
成
六
年
頃
ま
で
そ
の
所
有
者
で
あ
る
の
に
よ
り
耕
作
さ
れ
て
い
た
。

同
人
も
、
耕
作
す
る
に
つ
い
て
、
上
記
自
然
の
水
路
か
ら
の
流
水
を
農

業
用
水
と
し
て
利
用
し
、
そ
の
流
水
に
つ
い
て
は
水
利
権
を
有
す
る
と

の
認
識
を
有
し
て
い
た
。

本
件
土
地
は
、
昭
和
四
二
年
頃
土
木
建
築
業
の
H
工
業
が
資
材
置
き

場
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
に
は
、
県
道
と
本
件
土

地
の
北
側
沿
い
の
私
道
と
の
間
に
は
丸
木
橋
が
架
け
ら
れ
、
そ
の
下
に

同
水
路
の
流
れ
が
滞
る
た
め
、
県
道
東
側
沿
い
の
本
件
暗
渠
南
端
か
ら

本
件
土
地
内
の
自
然
の
水
路
へ
の
流
入
部
辺
り
で
頻
繁
に
溢
水
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
H
工
業
は
、
昭
和
四
四
、
五
年
頃
、
流
れ
を
円
滑
に
す

る
た
め
、
本
件
土
地
内
の
自
然
の
水
路
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
開
渠
の
三

面
張
り
に
す
る
工
事
を
行
っ
た
。
昭
和
四
七
、
八
年
頃
、
H
工
業
と
β

と
の
間
で
本
件
土
地
に
関
す
る
紛
争
が
生
じ
、
ま
も
な
く
H
工
業
は
β

に
本
件
土
地
を
明
け
渡
し
た
。

そ
の
後
、
本
件
土
地
は
、
北
東
部
の
高
い
と
こ
ろ
を
削
り
取
っ
た
土

砂
で
南
西
部
の
低
地
を
埋
め
立
て
て
地
上
げ
す
る
方
法
に
よ
り
、
県
道

と
ほ
ぼ
同
様
の
高
さ
に
平
地
化
さ
れ
、
そ
の
際
、
自
然
の
水
路
は
埋
め

立
て
ら
れ
、
同
水
路
の
代
わ
り
に
、
流
水
確
保
の
た
め
、
暗
渠
と
し
て
、

A
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
A
D
間
埋
設
管
等
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
し
た
。

ま
た
、
本
件
土
地
の
北
側
沿
い
の
私
道
は
、
そ
の
所
有
者
に
よ
っ
て

舗
装
さ
れ
る
な
ど
し
て
整
備
さ
れ
、
県
道
に
接
続
す
る
丸
木
橋
は
取
り

払
わ
れ
た
。

原
告
の
妻
は
、
昭
和
五
一
年
二
月
二
七
日
、
8
か
ら
、
本
件
土
地
を

買
い
受
け
た
。
当
時
、
本
件
土
地
は
、
土
木
建
築
業
者
の
K
組
が
資
材

置
き
場
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
原
告
は
、
昭
和
五
二
年
頃
、
本
件
土

地
の
東
側
部
分
に
工
場
建
物
を
建
築
し
、
同
所
に
お
い
て
自
動
車
修
理

業
を
経
営
し
、
同
じ
頃
本
件
土
地
の
西
側
部
分
に
県
道
に
面
し
て
長
屋

風
の
貸
店
舗
を
建
築
し
て
賃
貸
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
五
年
頃
、
自
動

車
修
理
業
の
経
営
を
K
自
動
車
に
引
き
継
い
だ
。
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④

交
渉
等

原
告
は
、
県
道
東
側
沿
い
の
本
件
暗
渠
か
ら
の
流
水
が
、
A
マ
ン
ホ

ー
ル
を
経
て
A
D
間
埋
設
管
に
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
昭

和
六
一
年
頃
か
ら
断
続
的
に
、
被
告
の
土
木
事
務
所
に
不
服
を
申
し
入

れ
、
対
処
を
求
め
る
な
ど
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
に
は
、
B
会

所
、
B
C
間
側
溝
、
B
A
間
埋
設
管
、
C
A
間
埋
設
管
は
既
に
敷
設
さ

れ
、
こ
れ
ら
を
含
む
本
件
排
水
設
備
に
は
、
本
件
暗
渠
及
び
私
道
側
溝

か
ら
の
流
水
が
流
れ
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
平
成
五
年

三

月
頃

に
は
、
同
事
務
所
側
か
ら
、
原
告
に
対
し
、
A
D
間
埋
設
管
に
本
件
暗

渠
か
ら
の
流
水
が
流
れ
込
む
こ
と
に
つ
い
て
、
対
価
を
四
〇
〇
万
円
と

し
て
、
地
上
権
な
い
し
地
役
権
の
設
定
を
提
案
し
た
が
、
原
告
は
、
話

に
な
ら
な
い
と
し
て
拒
絶
し
た
。
そ
の
後
、
同
事
務
所
側
で
は
、
県
道

東
側
の
側
溝
の
延
長
工
事
を
検
討
す
る
な
ど
し
た
が
、
多
額
の
予
算
と

数
年
の
工
事
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
取
り
や
め
と
な
っ
た
。
そ
の

後
も
双
方
の
間
に
交
渉
が
持
た
れ
た
が
、
進
展
は
し
な
か
っ
た
。

原
告
の
長
男
は
、本
件
土
地
に
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
を
計
画
し
、

平
成
九
年
四
月
五
日
、
株
式
会
社
G
ホ
ー
ム
と
の
間
で
、
そ
の
新
築
工

事
を

一
億
二
、
0
0
0
万
円
で
発
注
す
る
旨
の
工
事
請
負
契
約
を
締
結

し
、
株
式
会
社
G
ホ
ー
ム
は
、
平
成
九
年
八
月
頃
、
本
件
土
地
の
東
側

部
分
に
本
件

マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
し
た
。
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
A
D

間
埋
設
管
の
上
部
に
位
置
す
る
。

原
告
は
、
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
に
当
た
っ
て
、
株
式
会
社
G
ホ

ー
ム
と
の
間
で
、
A
D
埋
設
管
の
養
生
工
事
を
施
工
し
、
か
つ
、
そ
の

代
金
と
し
て
三
、七
〇
〇
万
円
を
要
し
た
旨
主
張
し
て
い
る
。

③

本
件
排
水
設
備
の
現
状
等

本
件
排
水
設
備
の
位
置
関
係
の
概
略
は
、
別
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
件
土
地
の
北
西
方
向
の
県
道
東
側
歩
道
下
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
蓋
で
覆
わ
れ
た
幅
六
〇
皿
程
度
の
本
件
暗
渠
が
存
す
る
。

本
件
暗
渠
の
南
端
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
B
会
所
が
あ
る
。
こ
れ
に

本
件
土
地
の
北
側
沿
い
の
私
道
の
北
側
側
溝
が
東
か
ら
接
続
し
、
こ
こ

で
本
件
暗
渠
か
ら
の
流
水
と
私
道
側
溝
か
ら
の
流
水
が
合
流
す
る
o
B

会
所
は
鉄
板
蓋
で
覆
わ
れ
、
一
辺
が
概
ね
六
〇
皿
の
不
整
形
な
方
形
を

し
、
深
さ
が
約
六
0
m
で
あ
る
o

B
会
所
は
北
方
の
本
件
暗
渠
と
は
直

径
約
四
〇
皿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
丸
管
で
、
東
方
の
私
道
側
溝
と
は
直
径

約
三
0
m
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
丸
管
で
、
南
南
東
方
の
B
A
間
埋
設
管
と

は
直
径
約
四
0
m
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
丸
管
で
繋
が
り
、
南
方
の
B
C
間

側
溝
と
は
開
渠
で
繋
が
っ
て
い
る
。

B
C
間
側
溝
の
幅
は
約
四
〇
皿
で
、
そ
の
上
部
は
簡
易
編
み
目
の
鉄

製
溝
蓋

(グ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
)
で
覆
わ
れ
、
鉄
製
編
み
目
の
隙
間
か
ら

側
溝
内
部
を
覗
き
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

B
会
所
、
そ
の
北
方
、
東
方
及
び
南
南
東
に
そ
れ
ぞ
れ
繋
が
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
丸
管
並
び
に
南
方
に
繋
が
る
B
C
間
側
溝
は
、
い
ず
れ
も
白

っ
ぽ
い
同
質
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
連
続
し
て
や
や
雑
な
造
り
で
構
築
さ

れ
て
い
る
。

B
C
間
側
溝
は
六
m
余
り
の
長
さ
で
、
C
壁
で
行
き
止
ま
り
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
東
方
に
直
径
約
三
〇
皿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
丸
管
で
C
A
間
埋

設
管
に
繋
が
っ
て
い
る
。

B
A
間
埋
設
管
は
私
道
の
地
下
を
横
切
っ
て
本
件
土
地
の
地
下
に
入

り
、
C
A
間
埋
設
管
は
県
道
東
側
か
ら
本
件
土
地
の
地
下
に
入
り
、
A



マ
ン
ホ
ー
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
。
B
A
間
埋
設
管
の
長
さ
は
約
七

･

五
m
、
C
A
間
埋
設
管
の
長
さ
は
三
m
余
り
で
あ
る
。

A
マ
ン
ホ
ー
ル
は
、
本
件
土
地
内
の
北
西
角
付
近
に
存
す
る
。
そ
の

内
壁
は
概
ね
正
方
形
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
が
、
地
表
面
で
は
丸
型

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
直
径
は
七
0
m
で
あ
る
。
鋳
鉄
製
の
丸
い
蓋
で

覆
わ
れ
て
い
る
。
地
表
か
ら
そ
の
底
ま
で
は
二
七
0
m
程
あ
る
。
B
A

間
埋
設
管
及
び
C
A
間
埋
設
管
の
ほ
か
、
灰
色
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の

直
径
数
皿
の
排
水
管
か
ら
流
水
が
流
れ
込
む
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

A
D
間
埋
設
管
は
、
本
件
土
地
の
北
西
角
付
近
の
A
マ
ン
ホ
ー
ル
か

ら
、
本
件
土
地
内
の
地
中
を
ほ
ぼ
南
東
方
向
に
横
切
り
、
本
件
土
地
の

南
東
角
の
D
出
水
口
に
達
す
る
o
A
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
D
出
水
口
ま
で

の
距
離
は
四
一
m
余
り
で
あ
る
。
原
告
は
、
A
D
埋
設
管
が
口
径
四
五

な
い
し
五
0
m
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
な
い
し
土
管
で
あ
り
、
本
件
土
地

の
地
中
の
概
ね
本
判
決
添
付
の
別
紙
図
面
A
、
D
の
各
地
点
の
点
線
部

分
に
通
じ
て
い
る
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
当
該
点
線
部
分
は
本
件
マ

ン
シ
ョ
ン
の
下
に
位
置
す
る
。
地
表
か
ら
A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
底
ま
で
は

約
二
七
〇
皿
で
あ
る
の
に
対
し
、
D
出
水
口
は
地
表
か
ら
約
三
二
〇
皿

下
で
あ
り
、そ
の
高
低
差
約
五
0
皿
が
A
D
間
埋
設
管
の
勾
配
で
あ
る
。

D
出
水
口
か
ら
南
東
に
続
く
国
有
水
路
は
、
平
成
五
年
頃
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
U
字
溝
と
し
て
整
備
さ
れ
、A
D
間
埋
設
管
か
ら
の
流
水
は
、

遅
く
と
も
平
成
八
年
頃
ま
で
は
下
流
域
の
農
地
の
農
業
用
水
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
。

本
件
排
水
設
備
は
、
い
ず
れ
も
被
告
が
敷
設
し
た
も
の
で
も
な
く
、

国
か
ら
移
管
を
受
け
た
も
の
で
も
な
く
、
被
告
の
管
理
の
対
象
に
も
な

っ
て
い
な
い
。

@
本
件
排
水
設
備
に
お
け
る
現
在
の
流
水
状
況

現
在
、
本
件
排
水
設
備
に
は
、
本
件
暗
渠
や
本
件
土
地
の
北
側
沿
い

の
私
道
の
北
側
側
溝
等
を
経
て
、
県
道
上
に
降
る
雨
水
の
ほ
か
、
本
件

土
地
の
北
方
の
丘
陵
高
地
の
降
雨
水
、
流
水
、
住
宅
等
の
生
活
排
水
等

が
流
れ
込
ん
で
い
る
。

県
道
東
側
に
は
、
本
件
暗
渠
か
ら
そ
の
南
方
の
交
差
点
付
近
ま
で
被

告
の
設
置
管
理
に
係
る
側
溝
は
存
在
し
な
い
。

原
告
は
、
第

一
-

一-
-
の
と
お
り
、
被
告
が
B
会
所
、
A
マ
ン
ホ

ー
ル
、
B
C
間
側
溝
、
B
A
間
埋
設
管
、
C
A
間
埋
設
管
及
び
A
D
間

埋
設
管

(本
件
排
水
設
備
)
が
本
件
暗
渠
と
一
体
と
な
る
公
の
営
造
物

た
る
道
路
排
水
設
備
と
し
て
設
置
又
は
管
理

(国
か
ら
の
管
理
の
承
継

を
含
む
)
し
て
い
る
旨
主
張
す
る
が
、
こ
れ
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠

は
な
く
、
か
え
っ
て
、
前
記
④
認
定
の
と
お
り
、
本
件
排
水
設
備
は
被

告
が
設
置
し
た
も
の
で
は
な
く
、
被
告
の
管
理
の
対
象
に
も
な
っ
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
記
③
認
定
の
と
お
り
、
本
件
土
地
は
、

H
工
業
が
昭
和
四
七
、
八
年
頃
当
時
β
に
明
け
渡
し
た
後
、
北
東
部
の

高
い
と
こ
ろ
を
削
り
取
っ
た
土
砂
で
南
西
部
の
低
地
を
埋
め
立
て
て
地

上
げ
す
る
方
法
に
よ
り
、
県
道
と
ほ
ぼ
同
様
の
高
さ
に
平
地
化
さ
れ
、

そ
の
際
、
自
然
の
水
路
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
同
水
路
の
代
わ
り
に
、
流

水
確
保
の
た
め
、
暗
渠
と
し
て
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
A
D
間
埋
設
管

は
当
時
の
本
件
土
地
の
所
有
者
な
い
し
そ
の
関
係
人
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
、
当
初
そ
の
管
理
下
に
あ
っ
た
も
の
と
推
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
同

認
定
の
と
お
り
、
県
道
と
私
道
の
接
続
地
点
付
近
に
は
H
工
業
が
本
件

土
地
を
占
有
し
て
い
た
当
時
丸
木
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
の
が
、
そ
の



後
私
道
の
舗
装
の
際
に
丸
木
橋
が
取
り
払
わ
れ
、
前
記
④
認
定
の
と
お

り
、
原
告
が
被
告
の
土
木
事
務
所
に
対
し
て
本
件
暗
渠
か
ら
A
マ
ン
ホ

ー
ル
を
経
て
A
D
間
埋
設
管
に
流
水
が
流
れ
込
む
こ
と
に
つ
い
て
不
服

を
申
し
入
れ
る
な
ど
し
始
め
た
昭
和
六
一
年
頃
に
は
、
B
会
所
、
B
C

間
側
溝
、
B
A
間
埋
設
管
、
C
A
間
埋
設
管
は
既
に
敷
設
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
私
道
の
所
有
者
な
い
し
そ
の
関
係
人
に
よ

っ
て
流
水
確
保
の
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
と
推
認
で
き
る
。

2

事
実
上
の
管
理

原
告
は
、
第

一
ー

一-
2
の
と
お
り
、
本
件
排
水
設
備
を
設
置
し
た
の
が

被
告
で
は
な
く
、
第
三
者
の
民
間
人
で
あ
り
、
被
告
が
正
規
の
管
理
を
し
て

い
な
い
と
し
て
も
、
被
告
の
事
実
上
の
管
理
が
本
件
排
水
設
備
に
及
ん
で
い

た
か
ら
、
本
件
排
水
設
備
は
公
の
営
造
物
の
一
部
を
な
す
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
旨
主
張
す
る
が
、
以
下
に
説
示
す
る
と
お
り
採
用
で
き
な
い
。

の
本
件
暗
渠
と
一
体
と
し
て
の
道
路
排
水
設
備

原
告
は
、
第
一ー
ーー
1
①
の
と
お
り
、
本
件
排
水
設
備
が
、
本
件

暗
渠
と
一
体
と
な
っ
て
、
当
該
周
辺
地
域
の
排
水
量
に
応
じ
た
排
水
能

力
を
有
す
る
設
備
と
し
て
機
能
し
、
県
道
の
排
水
設
備
と
し
て
の
基
準

を
満
た
し
て
お
り
、
そ
の
設
置
段
階
に
お
け
る
道
路
管
理
者
の
関
与
が

あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
旨
主
張
す
る
。

ア

道
路
設
置
者
の
関
与

前
記
ー
③
認
定
の
古
く
よ
り
の
本
件
土
地
周
辺
の
流
水
状
況
、
自

然
の
水
路
の
存
在
、
そ
の
上
流
域
、
下
流
域
の
状
況
、
特
に
下
流
域

に
お
け
る
水
田
の
存
在
、
そ
の
水
利
組
合
や
水
田
の
所
有
者
ら
に
よ

る
同
水
路
の
流
水
の
農
業
用
水
と
し
て
の
利
用
、
当
該
流
水
に
対
す

猾

る
水
利
権
の
認
識
、
本
件
土
地
の
一
時
占
有
し
て
い
た
H
工
業
に
よ

る
溢
水
防
止
の
た
め
の
自
然
水
路
の
三
面
張
り
工
事
の
施
工
、
そ
の

俄

後
に
お
け
る
本
件
土
地
所
有
者
な
い
し
関
係
者
に
よ
る
平
坦
化
の
際

M

の
自
然
の
水
路
の
埋
立
、
流
水
確
保
た
め
の
代
替
設
備
と
し
て
の
A

-

マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
A
D
間
埋
設
管
の
設
置
、
前
記
1
末
尾
説
示
の
本

こ

件
土
地
北
側
沿
い
私
道
の
所
有
者
な
い
し
そ
の
関
係
人
に
よ
る
流
水

蹄一十

確
保
の
た
め
の
B
会
所
、
B
C
間
側
溝
、
B
A
間
埋
設
管
、
C
A
間

蝦

埋
設
管
の
設
置
等
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、
現
在
の
県
道
東
側
沿
い
の

渚

本
件
暗
渠
及
び
本
件
排
水
設
備
は
、
い
ず
れ
も
古
く
か
ら
自
然
の
水

路
が
北
方
の
丘
陵
高
地
の
裾
沿
い
の
谷
筋
と
し
て
丘
陵
高
地
の
広
い

範
囲
の
降
雨
水
、
住
宅
の
排
水
等
の
流
水
を
集
め
て
下
流
に
繋
ぎ
、

国
有
水
路
に
通
じ
て
、下
流
域
に
流
水
を
農
業
用
水
と
し
て
供
給
し
、

さ
ら
に
s
川
に
通
じ
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
を
前
提

に
、
そ
の
役
割
を
引
き
継
ぎ
、
自
然
の
流
水
を
確
保
す
る
趣
旨
で
、

県
道
の
供
用
、
溢
水
防
止
、
土
地
の
平
坦
化
、
私
道
の
整
備
等
の
必

要
の
度
毎
に
、
国
や
土
地
所
有
者
、
占
有
者
な
い
し
関
係
人
ら
に
よ

っ
て
随
時
整
備
築
造
さ
れ
て
き
た
結
果
と
し
て
存
在
す
る
も
の
と
認

め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
件
排
水
設
備
を
設
置

し
た
土
地
所
有
者
、
占
有
者
な
い
し
関
係
入
ら
は
、
上
流
域
か
ら
の

流
水
の
流
入
を
承
認
し
、
下
流
域
へ
の
流
水
の
確
保
を
引
き
受
け
て

い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
承
認
、
引
受
の
由
縁
に
つ
い
て
は
、
上
流
域
に
対
す

る
関
係
で
は
、
上
流
域
か
ら
の
流
水
の
性
質
か
ら
し
て
、
民
法
二
百

十
四
条
の
自
然
流
水
の
承
水
義
務
な
い
し
同
法
二
百
二
十
条
の
余
水



排
泄
権
に
対
応
す
る
義
務
或
い
は
同
法
二
百
二
十
一
条
の
通
水
工
作

物
の
使
用
権
に
対
応
す
る
義
務
等
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
(な
お
、

原
告
は
、
請
求
原
因
に
対
す
る
認
否
に
対
す
る
反
論
の
第
三
段
に
お

い
て
、
民
法
二
百
十
四
条
の
承
水
義
務
は
自
然
排
水
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
人
工
物
た
る
本
件
暗
渠
か
ら
本
件
排
水
設
備
に
流
入
す
る

排
水
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
仮
に
か
つ
て
承
水
義
務
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
自
然
排
水
が
人
工
物
か
ら
の
排
水
に
な
っ
た
時
点

に
お
い
て
、
上
記
義
務
は
消
滅
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
旨
主

張
す
る
が
、
上
記
説
示
の
と
お
り
、
本
件
暗
渠
及
び
本
件
排
水
設
備

は
、
従
前
か
ら
あ
っ
た
自
然
の
水
路
の
役
割
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
流

水
を
確
保
す
る
趣
旨
で
、
随
時
築
造
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
疎

通
す
る
流
水
は
従
前
と
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
疎
通
を
確
保

す
る
た
め
に
人
工
物
を
構
築
し
た
か
ら
と
い
っ
て
〈
民
法
二
百
十
五

条
は
疎
通
の
た
め
の
工
事
を
権
利
と
し
て
認
め
て
い
る
〉
、
承
水
義

務
が
消
滅
す
る
い
わ
れ
は
な
く
、
上
記
主
張
は
採
用
で
き
な
い
)
。

下
流
域
に
対
す
る
関
係
で
は
、
上
記
同
様
通
水
工
作
物
の
使
用
権
に

対
応
す
る
義
務
の
ほ
か
、
下
流
域
に
お
け
る
水
田
の
存
在
、
農
業
用

水
と
し
て
の
利
用
の
事
実
か
ら
し
て
、
農
業
用
水
の
確
保
の
た
め
の

慣
行
上
の
水
利
権

(地
役
権
)
な
い
し
こ
れ
に
類
す
る
権
利
に
対
応

す
る
義
務
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
流
域
か
ら
の
流
水
の
流
入
を
承
認
し
、
下
流

域
へ
の
流
水
の
確
保
を
引
き
受
け
て
排
水
設
備
を
設
置
す
る
以
上
、

通
常
の
設
置
者
で
あ
れ
ば
、
円
滑
な
流
水
を
確
保
で
き
る
性
能
を
有

す
る
設
備
を
設
計
施
工
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
本
件
暗
渠

の
排
水
能
力
が
も
と
の
自
然
の
水
路
の
排
水
能
力
に
見
合
っ
た
も
の

と
な
り
、
本
件
暗
渠
の
下
流
の
本
件
排
水
設
備
が
本
件
暗
渠
の
排
水

能
力
を
引
き
受
け
る
性
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
、
全
体

と
し
て
周
辺
地
域
の
排
水
量
に
応
じ
た
排
水
能
力
を
有
す
る
設
備
と

し
て
機
能
し
、
県
道
の
排
水
設
備
と
し
て
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
と

な
っ
た
と
し
て
も
、
格
別
不
自
然
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、

直
ち
に
本
件
排
水
設
備
の
設
置
段
階
に
道
路
管
理
者
の
関
与
が
あ
っ

た
こ
と
の
証
左
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
に
、
本
件
排
水
設
備

の
設
置
段
階
に
道
路
管
理
者
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足

り
る
証
拠
は
な
い
。

イ

本
件
暗
渠
と
の
一
体
性

前
記
ア
説
示
の
と
お
り
、
本
件
暗
渠
及
び
本
件
排
水
設
備
は
、
い
ず

れ
も
県
道
供
用
以
前
か
ら
存
し
た
自
然
の
水
路
が
周
辺
地
域
の
流
水
に

お
い
て
果
た
し
て
き
た
役
割
を
承
継
す
る
も
の
と
し
て
の
性
質
を
具
有

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
は
当
該
設
置
者
な
い
し
管
理

権
者
に
お
い
て
管
理
す
べ
き
筋
合
い
の
も
の
で
あ
り
、
上
流
下
流
の
関

係
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
本
件
暗
渠
を
管
理
す
る
被
告
が
、

下
流
域
の
他
人
設
置
に
係
る
本
件
排
水
設
備
を
当
然
に
管
理
し
て
い
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
逆
も
ま
た
然
り
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
暗
渠
は
本
来
は
県
道
の
側
溝
と
し
て
路
面
排
水

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
前
記
ア
説
示
の
と
お
り
、
県

道
の
供
用
場
所
が
い
わ
ゆ
る
谷
筋
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
従
前
か
ら

の
自
然
の
水
路
に
流
れ
込
ん
で
い
た
流
水
が
同
様
に
流
れ
込
み
、
同

水
路
の
役
割
を
も
承
継
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、

前
記
1
@
認
定
の
と
お
り
、
本
件
暗
渠
よ
り
南
方
の
県
道
東
側
に
は

被
告
の
設
置
管
理
に
係
る
側
溝
が
な
く
、
本
件
暗
渠
を
経
て
、
県
道

62 ＼首-略タ〒商ヤミナー ク0 0 8 4



の
路
面
排
水
も
、本
件
排
水
設
備
に
流
れ
込
む
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、県
道
の
路
面
排
水
の
大
半
は
降
雨
水
と
解
さ
れ
る
が
、

そ
の
量
は
、
本
件
暗
渠
に
上
記
谷
筋
の
周
辺
地
域
か
ら
集
水
さ
れ
る

降
雨
水
、
余
水
、
排
水
等
の
全
体
量
に
比
べ
れ
ば

(降
雨
水
に
限
っ

て
も
、
道
路
面
積
と
地
域
面
積
と
比
か
ら
す
れ
ば
)、
ご
く
僅
か
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
件
暗
渠
を
経
て
本
件
排
水

設
備
に
流
れ
込
ん
で
も
、
本
件
排
水
設
備
が
自
然
の
水
路
の
当
時
か

ら
の
役
割
と
し
て
引
き
継
い
だ
排
水
能
力

(本
件
排
水
設
備
に
は
本

件
暗
渠
の
ほ
か
私
道
側
溝
等
か
ら
も
流
入
し
て
い
る
)
に
格
別
影
響

を
与
え
る
程
度
の
も
の
と
は
認
め
が
た
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
排
水
設
備
は
、
古
く
よ
り
存
し
た
自
然
の

水
路
に
変
わ
る
排
水
設
備
と
し
て
の
性
質
な
い
し
機
能
が
主
体
で
あ

り
、
県
道
の
路
面
排
水
に
つ
い
て
は
、
ご
く
付
随
的
な
機
能
を
果
た

し
て
い
る
の
み
と
い
え
る
か
ら
、
本
件
排
水
設
備
が
、
本
件
暗
渠
に

接
続
し
、
県
道
の
路
面
排
水
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
直

ち
に
本
件
暗
渠
と
一
体
と
な
っ
た
路
面
排
水
施
設
と
し
て
の
公
の
営

造
物
と
い
う
評
価
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
他
に
本
件
排
水
設
備

を
本
件
暗
渠
と
一
体
と
な
っ
た
公
の
営
造
物
と
評
価
す
べ
き
事
情
を

認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

あ
る
旨
主
張
し
、
証
拠
中
に
は
A
D
間
埋
設
管
の
仕
様
が
上
記
基
準
に

6 3

概
ね
合
致
し
て
い
る
旨
の
記
載
が
あ
る
。

4

し
か
し
、
A
D
間
埋
設
管
の
口
径
や
勾
配
等
の
仕
様
が
ど
の
よ
う
な

館

も
の
で
あ
る
の
か
を
具
体
的
に
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。ま
た
、

夘

前
記
ー
①
認
定
の
と
お
り
、
A
D
間
埋
設
管
は
、
H
工
業
が
昭
和
四
四
･

十

五
年
頃
自
然
水
路
を
溢
水
防
止
の
た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
面
張
り
に
し

、ご

て
い
た
の
を
、
昭
和
四
七
、
八
年
頃
H
工
業
の
本
件
土
地
明
波
後
に
、

ャ　

本
件
土
地
所
有
者
な
い
し
関
係
人
が
、
本
件
土
地
を
平
地
化
す
る
に
際

韶

し
て
、
流
水
確
保
の
た
め
従
前
の
水
路
の
代
わ
り
に
設
置
し
た
も
の
で

道

あ
り
、
上
記
設
置
依
頼
を
受
け
た
施
工
業
者
と
す
れ
ば
、
本
件
暗
渠
か

ら
供
給
さ
れ
る
水
量
に
見
合
っ
た
排
水
能
力
を
有
す
る
埋
設
管
を
敷
設

す
る
工
事
を
施
工
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
際
、
国
土
交
通
省
近

畿
地
方
建
設
局
企
画
部
監
修
の
設
計
便
覧

(案
)
道
路
編
の
基
準
に
依

拠
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
仮
に
A
D
間
埋
設
管
の
仕

様
が
上
記
基
準
に
概
ね
合
致
し
て
い
る
と
し
て
も
、
直
ち
に
A
D
間
埋

設
管
の
設
置
段
階
に
道
路
管
理
者
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
に
A
D
間
埋
設
管
の
設
置
段
階
に
道
路
管
理

者
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

①
A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
改
造
工
事

原
告
は
、
第

一
ー

ー
ー
2
③
の
と
お
り
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
は
、
か
つ

て
そ
の
上
部
が
地
上
か
ら
約
三
〇
皿
程
度
突
出
し
て
い
て
、
形
状
も
四

角
形
で
あ
っ
た
が
、
被
告
は
、
昭
和
五
0
年
代
後
半
に
こ
の
突
出
部
分

を
削
っ
て
平
坦
に
し
、
丸
形
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
改
造
す
る
工
事
を
施
工

し
た
旨
主
張
し
、
証
拠
中
に
は
そ
の
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、
裏
付
け
に

②
A
D
間
埋
設
管
の
基
準
合
致

原
告
は
、
第

一
ー

--
2
②
の
と
お
り
、
A
D
間
埋
設
管
の
口
径
や

勾
配
等
の
仕
様
は
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
建
設
局
企
画
部
監
修
の
設

計
便
覧

(案
)
道
路
編
の
基
準
に
合
致
し
て
お
り
、
そ
の
設
置
段
階
に

お
け
る
道
路
管
理
者
の
関
与
が
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
状
況
に



乏
し
く
、
直
ち
に
は
採
用
し
が
た
い
。
ま
た
、
原
告
は
、
A
マ
ン
ホ
ー

も
っ
と
も
、
証
拠
並
び
に
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
被
告
の
土
木

ル
に
被
さ
れ
て
い
る
鉄
蓋
は
、
K
工
業
株
式
会
社
が
昭
和
五
六
年
に
製

造
し
、
そ
の
頃
被
告
に
対
し
て
納
品
し
た
製
品
で
あ
る
旨
主
張
し
、
証

拠
中
に
は
、当
該
規
格
の
鉄
蓋
は
被
告
に
納
品
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、

広
く
民
間
業
者
に
も
納
品
し
て
い
る
旨
の
記
載
が
あ
る
こ
と
に
照
ら

し
、
上
記
主
張
は
直
ち
に
は
採
用
し
が
た
い
。
他
に
上
記
主
張
を
認
め

る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

④
溢
水
防
止
作
業

原
告
は
、
第

一
ー

--
2
④
の
と
お
り
、
昭
和
五
〇
年
代
の
終
わ
り

頃
、
県
道
が
大
雨
で
冠
水
し
た
際
、
被
告
の
土
木
事
務
所
職
員
が
や
っ

て
き
て
、
本
件
土
地
に
土
嚢
を
積
み
上
げ
、
A
D
間
埋
設
管
に
よ
る
排

水
を
確
保
し
、
溢
水
を
防
止
す
る
作
業
を
実
施
し
た
旨
主
張
し
、
証
拠

(い
ず
れ
も
原
告
の
報
告
書
)
中
に
は
こ
れ
に
沿
う
部
分
が
あ
る
。
し

か
し
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
災
害
防
止
の
た

め
の
緊
急
且
つ
一
時
的
な
措
置
で
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
し
が
た
く
、

こ
れ
を
も
っ
て
、
直
ち
に
被
告
が
A
D
間
埋
設
管
を
事
実
上
管
理
し
て

い
る
証
左
と
は
な
し
が
た
い
。
他
に
被
告
が
A
D
間
埋
設
管
を
事
実
上

管
理
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

①
破
壊
閉
鎖
阻
止
の
方
針

被
告
の
土
木
事
務
所
職
員
は
、
原
告
が
A
D
間
埋
設
管
を
破
壊
し
た

り
閉
鎖
し
た
り
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
は
、
被
告
に
お
い
て
で
き
る
限

り
の
法
律
を
使
っ
て
阻
止
す
る
対
応
を
と
る
方
針
で
あ
る
こ
と
は
、
当

事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

事
務
所
で
は
、
原
告
が
A
D
間
埋
設
管
を
破
壊
し
た
り
閉
鎖
し
た
り
す

れ
ば
、
県
道
に
溢
水
が
及
び
、
道
路
交
通
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
道
路
管
理
の
必
要
上
、
関
係
法
規
に
照
ら
し
て
対
処
す
る

方
針
で
い
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同

事
務
所
で
は
、
道
路
管
理
の
必
要
上
、
A
D
埋
設
管
に
関
す
る
原
告
の

動
向
を
要
注
意
の
対
象
事
項
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
解
さ
れ

る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
方
針
で
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
被
告
が

A
D
間
埋
設
管
を
事
実
上
管
理
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
他
に

被
告
が
A
D
間
埋
設
管
を
事
実
上
管
理
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
に
足

り
る
証
拠
は
な
い
。

@

交
渉
等

第
一-
-ー
2
@
の
う
ち
、
被
告
の
土
木
事
務
所
職
員
が
、
原
告
と

交
渉
し
、
A
D
間
埋
設
管
に
つ
い
て
補
償
を
申
し
入
れ
、
C
壁
か
ら
県

道
東
側
沿
い
に
側
溝
の
延
長
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
こ
と

は
、
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

前
記
ー
④
認
定
の
と
お
り
、
被
告
の
土
木
事
務
所
側
で
は
、
原
告
か

ら
、
A
D
間
埋
設
管
に
本
件
暗
渠
か
ら
の
流
水
が
流
れ
込
む
こ
と
に
つ

い
て
、
不
服
の
申
し
入
れ
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
平
成
五
年

三

月
頃

に
は
、
対
価
を
四
〇
〇
万
円
と
し
て
、
地
上
権
な
い
し
地
役
権
の
設
定

を
提
案
し
た
が
、
拒
絶
さ
れ
、
そ
の
後
、
県
道
東
側
の
側
溝
の
延
長
工

事
を
検
討
す
る
な
ど
し
た
が
、
多
額
の
予
算
と
数
年
の
工
事
期
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
取
り
や
め
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
被
告
側
が
原
告
の
申
し
入
れ
に
対
し
、
対
案
を
提
示
し
、
対
応
策



を
模
索
し
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
に
し
て
も
、
そ
れ
以
上
に
、
こ

③
ま
と
め

慾

れ
を
も
っ
て
、
被
告
が
A
D
間
埋
設
管
を
事
実
上
管
理
し
て
い
る
こ
と

以
上
に
よ
れ
ば
、
被
告
の
事
実
上
の
管
理
が
本
件
排
水
設
備
に
及
ん

の
証
左
と
も
な
し
が
た
い
。
他
に
被
告
が
A
D
間
埋
設
管
を
事
実
上
管

で
い
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
本
件
排
水
設
備
が
公
の
営
造
物
の
一
部
を

散

理
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

な
す
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
o

第

の
再
度
の
A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
改
造
工
事
の
言
明

原
告
は
、
第
一-

-ー
2
の
の
と
お
り
、
被
告
の
土
木
事
務
所
職
員

が
、
平
成
九
年
七
月
二
九
日
、
原
告
か
ら
、
本
件
土
地
上
に
本
件
マ
ン

シ
ョ
ン
を
建
築
す
る
に
つ
い
て
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
高
さ
が
敷
地
面
よ

り
高
く
な
る
か
ら
そ
の
対
応
を
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
を
受
け
た
際
、

A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
高
さ
を
切
り
下
げ
る
工
事
を
す
る
用
意
が
あ
る
旨
明

言
し
た
旨
主
張
し
、
証
拠
中
に
は
こ
れ
に
沿
う
記
載
が
あ
り
、
証
拠
中

に
も
、
同
日
、
同
事
務
所
職
員
に
対
し
、
原
告
か
ら
、
本
件
土
地
上
に

本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
す
る
予
定
で
あ
り
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
高
さ

が
敷
地
面
よ
り
高
く
な
る
か
ら
、
そ
の
対
応
を
し
て
ほ
し
い
旨
の
申
し

出
が
あ
っ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、
同
証
拠
中
に
は
、
さ
ら
に
、
原
告

の
申
し
出
に
つ
い
て
は
、
被
告
側
で
調
整
し
た
が
、
最
終
的
に
は
施
工

不
要
と
な
っ
た
旨
の
記
載
が
あ
り
、
以
上
に
よ
れ
ば
、
同
事
務
所
職
員

が
A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
高
さ
の
切
り
下
げ
を
明
言
し
た
と
ま
で
は
認
め
が

た
い
。
ま
た
、
上
記
の
よ
う
な
折
衝
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち

に
被
告
が
A
マ
ン
ホ
ー
ル
を
事
実
上
管
理
し
て
い
る
と
は
認
め
が
た

い
。
他
に
被
告
が
A
マ
ン
ホ
ー
ル
を
事
実
上
管
理
し
て
い
る
こ
と
を
認

め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

3

瑕
疵

第

一
ー

一ー
3
の
う
ち
、
本
件
暗
渠
の
北
方
か
ら
下
っ
て
き
た
流
水
が
、

B
会
所
か
ら
B
A
間
埋
設
管
、
或
い
は
B
C
間
側
溝
次
い
で
C
A
間
埋
設
管

を
経
て
本
件
土
地
内
に
あ
る
A
マ
ン
ホ
ー
ル
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
A
D
間
埋

設
管
を
経
て
D
出
水
口
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
水
路
に
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と

は
、
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

原
告
は
、
第

一
ー

一ー
3
の
と
お
り
、
被
告
が
、
民
有
地
で
あ
る
本
件
土

地
内
に
そ
の
所
有
者
の
同
意
を
得
な
い
で
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A
D
間
埋
設

管
を
設
置
管
理
し
、
仮
に
設
置
し
た
の
で
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
を
事
実

上
管
理
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
件
土
地
を
不
法
占
有
し
た
旨
主
張
す
る
が
、

被
告
が
、
本
件
土
地
内
に
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A
D
間
埋
設
管
を
設
置
管
理
し

て
い
な
い
こ
と
は
、
前
記
1
説
示
の
と
お
り
で
あ
り
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A

D
間
埋
設
管
を
事
実
上
管
理
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
前
記
2
説
示
の
と
お
り

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
が
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A
D
間
埋
設
管
の
設
置

管
理
な
い
し
事
実
上
の
管
理
に
よ
り
本
件
土
地
の
不
法
占
有
を
し
て
い
る
と

は
認
め
ら
れ
ず
、
他
に
被
告
に
よ
る
本
件
土
地
の
不
法
占
有
を
認
め
る
に
足

り
る
証
拠
は
な
い
。

原
告
は
、
被
告
が
、
県
道
の
管
理
者
と
し
て
、
県
道
の
排
水
設
備
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
県
道
の
東
側
沿
い
に
C
壁
で
行
き
止
ま
り
に
な
る

側
溝
を
設
置
し
た
の
み
で
、
無
断
で
本
件
土
地
内
の
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A
D



間
埋
設
管
に
本
来
側
溝
に
よ
る
べ
き
排
水
機
能
を
代
替
さ
せ
て
お
り
、
本
件

排
水
設
備
に
は
、
本
件
土
地
の
無
断
使
用
と
い
う
本
来
あ
り
得
な
い
異
例
な

構
造
で
あ
る
と
い
う
欠
陥
を
有
す
る
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
、
B
会
所
、
B
C
間
側
溝
、
B
A
間
埋
設
管
及
び
C
A
間
埋
設
管

が
、
被
告
の
設
置
管
理
に
係
る
も
の
で
は
な
く
、
事
実
上
の
管
理
下
に
も
な

い
こ
と
は
、
前
記
1
、
2
説
示
の
と
お
り
で
あ
る
。

他
方
、
県
道
東
側
沿
い
の
本
件
暗
渠
の
北
方
か
ら
下
っ
て
き
た
流
水
が
、

B
会
所
か
ら
B
A
間
埋
設
管
、
或
い
は
B
C
間
側
溝
次
い
で
C
A
間
埋
設
管

を
経
て
本
件
土
地
内
に
あ
る
A
マ
ン
ホ
ー
ル
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
A
D
間
埋

設
管
を
経
て
D
出
水
口
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
上
記
の
と
お
り
で
あ
り
、

そ
う
す
る
と
、
県
道
の
排
水
設
備
と
し
て
は
、
本
件
暗
渠
の
南
端
ま
で
し
か

な
く
、
そ
こ
か
ら
下
流
の
排
水
は
、
民
間
の
設
置
な
い
し
管
理
に
係
る
設
備

に
依
存
す
る
構
造
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

原
告
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
県
道
の
排
水
設
備
と
し
て
の
瑕
疵
を
主
張
す

る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
前
記
2
①
イ
説
示
の
と
お
り
、
県
道
の
路
面
排
水
の
大
半
は
降

雨
水
と
解
さ
れ
、
そ
の
量
は
、
本
件
暗
渠
に
上
記
谷
筋
の
周
辺
地
域
か
ら
集

水
さ
れ
る
降
雨
水
、
余
水
、
排
水
等
の
全
体
量
に
比
べ
れ
ば

(降
雨
水
に
限

っ
て
も
、
道
路
面
積
と
地
域
面
積
と
比
か
ら
す
れ
ば
)、
ご
く
僅
か
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
件
暗
渠
を
経
て
本
件
排
水
設
備
に
流
れ

込
ん
で
も
、
本
件
排
水
設
備
の
自
然
の
水
路
当
時
か
ら
の
役
割
と
し
て
引
き

継
い
だ
排
水
能
力

(本
件
排
水
設
備
に
は
本
件
暗
渠
の
ほ
か
私
道
側
溝
等
か

ら
も
流
入
し
て
い
る
)
に
影
響
を
与
え
る
程
度
の
も
の
と
は
認
め
が
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
県
道
東
側
の
側
溝
が
本
件
暗
渠
以
南
に
設
置
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
、
道
路
構
造
な
い
し
管
理
に
関
し
何
ら
か
の
行
政
上
の
問
題
を
包

含
す
る
余
地
が
あ
り
、
ま
た
、
僅
か
と
は
い
え
、
県
道
上
の
路
面
排
水
が
、

本
件
土
地
内
の
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A
D
間
埋
設
管
に
流
れ
込
み
、
い
わ
ば
他

人
の
所
有
地
を
通
過
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
私
法
上
の
問
題
が
残
る
余
地
が

あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
、
県
道
や
本
件
土
地
に
危
険
を

及
ぼ
す
も
の
と
は
認
め
が
た
く
、
県
道
の
排
水
設
備
が
本
来
備
え
る
べ
き
安

全
性
を
欠
如
し
て
い
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
瑕
疵
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

さ
ら
に
、
原
告
は
、
被
告
が
、
本
来
側
溝
に
よ
る
べ
き
排
水
機
能
を
本
件

土
地
内
の
A
D
間
埋
設
管
に
代
替
さ
せ
な
が
ら
、
十
分
な
強
度
を
付
与
し
な

い
ま
ま
放
置
し
た
た
め
、
本
件
土
地
上
に
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
A
D
間
埋
設
管
が
そ
の
重
量
に
耐
え
ら
れ
ず
、
地
上
に
危
険

を
及
ぼ
す
事
態
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
所
有
者
の
所
有
権
の
行
使
を
妨
げ
る

結
果
と
な
っ
た
と
も
主
張
す
る
が
、
本
件
土
地
内
の
A
D
間
埋
設
管
に
県
道

の
路
面
排
水
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
は
、
上
記
説
示
の
と
お
り
で
あ
る
と
し

て
も
、
前
記
1
③
認
定
の
と
お
り
、
本
件
土
地
に
A
D
間
埋
設
管
を
設
置
し

た
の
は
、
当
時
の
所
有
者
な
い
し
そ
の
関
係
人
で
あ
り
、
現
在
の
本
件
土
地

の
所
有
者
は
A
D
間
埋
設
管
が
設
置
さ
れ
た
本
件
土
地
を
買
い
受
け
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
路
面
排
水
の
流
入
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
被
告
が
、
本
件
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土
地
上
に
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
十
分
な
強

度
を
付
与
す
べ
き
義
務
が
生
じ
る
も
の
と
は
い
い
が
た
く
、
ま
た
、
A
D
間

埋
設
管
が
上
記
マ
ン
シ
ョ
ン
の
重
量
に
耐
え
ら
れ
ず
、
地
上
に
危
険
が
生
じ

る
事
態
の
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
と
も
い
い
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
上
記

主
張
は
採
用
で
き
な
い
。

他
に
県
道
の
排
水
設
備
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
状
況
に
あ
る
こ

と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。



二

損
害

(本
件
控
訴
に
よ
る
当
審
に
お
け
る
審
判
の
対
象
部
分
に
限
る
)

第

一
ー
二
の
う
ち
、
本
件
土
地
に
A
D
間
埋
設
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

仮
に
県
道
東
側
沿
い
の
本
件
暗
渠
の
南
方
に
側
溝
の
設
置
管
理
が
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
県
道
の
路
面
排
水
が
本
件
土
地
内
の
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A
D
間

排
水
管
に
流
入
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
公
の
営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕

疵
と
い
い
得
る
余
地
が
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
以
下
の
と
お
り
、
原
告
の
主

張
の
第

一
ー
二
の
損
害
は
認
め
ら
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
本
件
土
地
を
所
有
し
、
本
件
土
地
上
に
本
件
マ
ン

シ
ョ
ン
を
建
築
す
る
に
つ
い
て
A
D
間
埋
設
管
部
分
の
地
盤
の
補
強
の
た
め

に
養
生
工
事
を
し
た
旨
主
張
し
、証
拠
中
に
は
こ
れ
に
沿
う
部
分
が
あ
る
が
、

前
記
第
一-
-
の
事
実
認
定
に
供
し
た
証
拠
関
係
に
照
ら
し
て
直
ち
に
は
採

用
し
が
た
く
、
他
に
こ
れ
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。
か
え
っ
て
、

前
記
第
一ー
一②
な
い
し
④
認
定
の
と
お
り
、
本
件
土
地
の
所
有
者
は
原
告

の
妻
で
あ
り
、
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
し
た
の
は
原
告
の
長
男
で
あ
る
。

ま
た
、
原
告
は
、
A
D
埋
設
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
土

地
所
有
権
の
適
正
な
行
使
を
妨
げ
ら
れ
、
養
生
工
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
旨
主

張
す
る
。
し
か
し
、
前
記
第

一-
三
①
説
示
の
と
お
り
、
A
D
間
埋
設
管
は
、

本
件
土
地
の
従
前
の
所
有
者
な
い
し
そ
の
関
係
人
が
上
流
域
か
ら
の
流
水
の
流

入
を
承
認
し
、
下
流
域
へ
の
流
水
の
確
保
を
引
き
受
け
る
趣
旨
で
設
置
し
た
も

の
で
あ
り
、
現
在
の
本
件
土
地
の
所
有
者
は
A
D
間
埋
設
管
が
設
置
さ
れ
た
本

件
土
地
を
買
い
受
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
A
D
間
埋
設
管
の
存
在
故
に
本
件

土
地
上
に
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
築
で
き
な
い
の
は
、
本
件
土
地
の
従
前
の
所

有
者
な
い
し
そ
の
関
係
人
の
行
為
に
よ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
A
D
間

“

埋
設
管
に
県
道
の
路
面
排
水
が
流
入
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
被
告
が
、
本

4

件
土
地
上
に
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
十
分
な
強

峅

度
を
付
与
す
べ
き
義
務
が
生
じ
る
も
の
と
は
い
い
が
た
く
、
ま
た
、
A
D
間
埋

第

設
管
が
上
記
マ
ン
シ
ョ
ン
の
重
量
に
耐
え
ら
れ
ず
、
地
上
に
危
険
が
生
じ
る
事
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態
の
責
任
を
色
々
つ
べ
き
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
仮
に
県
道
東
側
沿
い
の
本
件
暗
渠
の
南
方
に
側
溝
の
設
置

管
理
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
県
道
の
路
面
排
水
が
本
件
土
地
内
の
A
マ
ン
ホ

ー
ル
や
A
D
間
排
水
管
に
流
入
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
公
の
営
造
物
の

設
置
管
理
の
瑕
疵
と
い
い
得
る
余
地
が
あ
り
得
る
と
し
て
も
、そ
れ
ゆ
え
に
、

被
告
側
が
本
件
土
地
所
有
者
に
対
し
養
生
工
事
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
よ
う
な

損
害
が
発
生
す
る
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。

3

結
語

以
上
に
よ
れ
ば
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
請
求

は
理
由
が
な
い
。




